


はじめの6年、あしたへの手紙

佐々木陽

入学のお祝いに

おかあさん・おとうさん・おばあちゃん・おじいちゃんより

この本は、自分史サービスの見本として作った架空サンプルです。登場する人
物、地名、出来事はすべて架空で、実在の人物・団体・場所とは関係ありませ

ん。
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第1章　きみが きた 日
雨の あとの そら

はるが うまれたのは、4月の あさでした。

その 日は、よるの あいだ ずっと 雨が ふって いました。あさに な

ると、雨が あがって、そらが とても きれいに なりました。まどの そ

との はっぱに、水の つぶが ひかって いました。

おかあさんは、うまれた ばかりの はるを だっこして、そらを 見ま

した。お日さまの ひかりのような 子に なりますように。そう ねがっ

て、おとうさんと ふたりで きめた 名まえが、「はる」です。

はじめて はるを だっこした おとうさんは、なかなか ことばが 出ま

せんでした。小さな 手が、おとうさんの ゆびを ぎゅっと にぎったか

らです。「小さいのに、力が つよいね」と、おとうさんは わらいまし

た。

その 日の ゆうがた、おじいちゃんと おばあちゃんが あいに きまし

た。おばあちゃんは、はるの 足の うらを そっと さわって、「やわら

かいねえ」と いいました。おじいちゃんは、しゃしんを たくさん と

りました。たくさん とりすぎて、どれも おなじような しゃしんでし

た。

はるが うちに きた 日、げんかんには 小さな くつしたが ならんで

いました。おばあちゃんが あんだ、白い くつしたです。足が 小さす
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ぎて、くつしたの 中で 足が あそんで いました。

よるに なると、はるは 1じかんおきに 目を さましました。そのた

びに、おかあさんと おとうさんが こうたいで だっこしました。ねむ

い けれど、うれしい よるでした。おとうさんは、はるが ねて いる か

おを 見ながら、「ずっと 見て いられるね」と いいました。

はるの はじめての ふくは、おかあさんが えらんだ、きいろい ふく

でした。そでが ながくて、手が 見えません。おかあさんは、そでを 2

かい おって、小さな 手を 出して あげました。はるは、その 手を、ぐ

う、ぱあ、と うごかしました。

はるが うまれて 1か月が たった ころ、おばあちゃんは 小さな ノー

トを 1さつ かいました。はるが その 日 したことを、1ぎょうずつ か

いて いく ノートです。この 本の おはなしの 中にも、その ノートか

ら ひろった ことが たくさん あります。

はるの うちには、その 日の しゃしんが いまも かざって あります。

はるは 小さくて、目を つぶって います。となりで、おかあさんと お

とうさんが わらって います。

はるの 名まえを きいた おじいちゃんは、「いい 名まえだ。はるの

日の、はるだね」と いいました。おかあさんが「お日さまの ほうの

はるです」と いうと、おじいちゃんは「どっちも あったかいから、

いいんだよ」と わらいました。

この 本は、はるが うまれてから、小学校に 入るまでの 6年の おは

なしです。はるが どんな ことを して、どんな ものが すきに なったの

か。おかあさんと おとうさん、おじいちゃんと おばあちゃんが、お

ぼえて いる ことを あつめました。
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さいごには、大きく なった はるへの てがみも あります。いつか ま

た、この 本を ひらいて くれたら うれしいです。
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第2章　0〜1さい
わらった 日、あるいた 日

うまれた ばかりの はるは、よく ねて、よく なきました。おなかが

すくと、大きな こえで なきます。おかあさんが だっこすると、すぐ

に しずかに なりました。

はるが はじめて わらったのは、なつの はじめの ことです。おとう

さんが、はるの かおの まえで「いない いない ばあ」を しました。す

ると はるが、「ふふっ」と こえを 出して わらったのです。

「いま、わらった！」

おとうさんは うれしくて、なんども「いない いない ばあ」を しま

した。でも、はるは もう わらいませんでした。ねむく なって いたの

です。

なつの おわりに なると、はるは ねがえりを するように なりまし

た。ころんと うつぶせに なって、かおを 上げて、まわりを きょろき

ょろ 見ます。おかあさんが せんたくものを たたんで いると、くつし

たに 手を のばしました。はるは、くつしたが 大すきだったのです。

はるの すきな ものの 1ばんめは、おかあさんの うたでした。ねる

まえに、おかあさんが 小さな こえで うたうと、はるは 目を とろんと

させて、すぐに ねむって しまいました。おとうさんが うたうと、な

ぜか 目を あけて、じっと おとうさんの かおを 見て いました。
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あきには、はじめての おかゆを たべました。ほんの ひとさじで

す。はるは、くちを もぐもぐ させて、ふしぎそうな かおを しまし

た。おばあちゃんが「おいしいね」と いうと、はるは もう ひとく

ち、くちを あけました。

ふゆの あいだ、はるは よく はいはいを しました。はやくて、ちょ

っと 目を はなすと、もう となりの へやに います。おとうさんは、は

るを おいかけて、よつんばいで うちの 中を まわりました。はるは、

おいかけられるのが 大すきで、「きゃっ、きゃっ」と こえを 上げて

にげました。

はじめて いった ことばは、「まんま」でした。ごはんの ときに、ス

プーンを 見て、「まんま」と いったのです。おかあさんは、「いま、ま

んまって いった？」と、おとうさんに 3かいも ききました。

1さいの たんじょう日には、おばあちゃんが 小さな ケーキを やい

て くれました。ろうそくは 1本です。はるは、ろうそくを ふく かわ

りに、ケーキに 手を 入れました。クリームで まっ白に なった 手を

見て、はるが 先に わらいました。それを 見て、みんなも いっしょに

わらいました。

その すこし あとの ことです。はるは、おじいちゃんの 手に つかま

って 立って いました。おじいちゃんが、そっと 手を はなしました。

はるは、1ぽ、2ほ、3ぽ。とことこ あるいて、おかあさんの ひざに

ぽすんと たおれこみました。

「あるいた！」

みんなが はくしゅを しました。はるは、なにが おきたのか わから

ない かおで、きょとんと して いました。それから、みんなが わらっ
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て いるので、はるも わらいました。

1さいの はるは、おふろが 大すきでした。おとうさんと いっしょに

入ると、おゆを 手で ばしゃばしゃ たたいて、おとうさんの かおに か

けます。おとうさんが「うわっ」と いうと、はるは もっと たたきま

した。おふろから 出る ころには、おとうさんの ほうが びしょびしょ

でした。

はるの 1さいの なつには、はじめて 川あそびに いきました。わか

ば川の あさい ところで、おとうさんが はるの 足を そっと 水に つけ

ました。はるは、はじめは びっくりした かおを して いましたが、す

ぐに 足で 水を けって、わらいました。

あるけるように なった はるは、うちの 中を たんけんしました。い

ちばん すきだったのは、だいどころの ひきだしです。あけては、おな

べの ふたを 出して、ならべました。おかあさんは、ひきだしに スト

ッパーを つけました。
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第3章　2〜3さい
ながぐつの ぼうけん

2さいに なると、はるは なんでも「じぶんで！」と いうように な

りました。くつも じぶんで はきます。ときどき、右と 左が はんたい

に なって いました。それでも、はるは とくいな かおで あるきまし

た。

2さいの はるは、おてつだいも すきでした。おかあさんが せんたく

ものを ほして いると、くつしたを 1まいずつ わたして くれます。と

きどき、わたさずに じぶんの あたまに のせて、「ぼうし」と いって

わらいました。

こうえんでは、すべりだいを なんかいも すべりました。上る とき

は ゆっくり、すべる ときは 足を ぴんと のばします。下で まって い

る おとうさんに、「見て 見て！」と 手を ふりました。

3さいの たんじょう日に、おじいちゃんと おばあちゃんから、きい

ろい ながぐつを もらいました。おそろいの、きいろい 雨ガッパも い

っしょです。

はるは、その 日から 雨が ふるのを まちました。まどの そとを 見

ては、「きょうは ふる？」と ききます。

やっと 雨が ふった 日の ことです。はるは、ながぐつを はいて、雨

ガッパを きて、そとに とびだしました。こうえんの 入り口に、大き
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な 水たまりが ありました。

「じゃぶーん！」

はるは、水たまりの まん中に りょう足で とびこみました。水が は

ねて、おかあさんの ズボンまで ぬれました。おかあさんは「あーあ」

と いいながら、わらって いました。

はるの ぼうけんは、まだ つづきます。水たまりから 水たまりへ、

ひとつずつ じゅんばんに とびこんで いきました。とちゅうで、いけ

がきの はっぱに かたつむりを 見つけました。はるは しゃがんで、ず

っと 見て いました。かたつむりは、つのを 出したり ひっこめたり し

ます。そのたびに、はるは「あ、出た」「あ、ひっこんだ」と 小さな

こえで いいました。

うちに かえると、ながぐつの 中まで 水が 入って いました。はるの

くつしたは びしょびしょです。おかあさんが タオルで 足を ふいて く

れました。はるは、「また 雨、ふる？」と ききました。

つぎの 日、ながぐつは げんかんで、さかさまに して ほして ありま

した。はるは、ながぐつの 中を のぞいて、「まだ ぬれてる」と いい

ました。そして、ながぐつに 「がんばったね」と いいました。おか

あさんと おとうさんは、かおを 見あわせて わらいました。

それからも、雨の 日の さんぽは、はるの たのしみに なりました。

雨の 日に しか 見つからない ものが ある、と はるは いいます。かた

つむり、みみず、はっぱの 上の 水の つぶ。はるの ポケットは、いつ

も 小さな 石や はっぱで いっぱいでした。

3さいの はるの くちぐせは、「なんで？」でした。そらは なんで 青

いの。雨は なんで ふるの。かたつむりは なんで おうちを せおって
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いるの。おかあさんも おとうさんも、こたえられない ことが たくさ

ん ありました。そんな ときは、いっしょに ずかんを ひらいて しらべ

ました。

この ころ、はるは、大きな おとが すこし にがてでした。なつまつ

りの はなびの 日、ドーンと いう おとに びっくりして、おとうさんの

むねに かおを うずめました。おとうさんは、はるの みみを 手で そっ

と ふさいで、すこし はなれた ところから いっしょに 見ました。とお

くから 見る はなびも、きれいでした。

3さいの はるは、えほんを よんで もらうのも すきでした。ねる ま

えに、おかあさんが えほんを 1さつ よみます。よみおわると、はるは

「もう 1かい」と いいます。もう 1かい よむと、また「もう 1かい」。

おなじ えほんを 5かい よんだ よる も ありました。さいごには、はる

が おかあさんより さきに、つぎの ページの ことばを いえるように

なりました。

3さいの おわりには、ながぐつが きつく なりました。はるの 足が

大きく なったのです。きいろい ながぐつは、いまも げんかんの くつ

ばこの おくに しまって あります。
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第4章　4〜5さい
えんと ミニトマト

4さいに なった ばかりの、さくらの ころ。はるは、えんに かよい

はじめました。

はじめの 日、はるは おかあさんの 手を なかなか はなしませんでし

た。先生が「いっしょに あそぼう」と いっても、げんかんで かたま

って いました。

その 日、おかあさんが むかえに いくと、はるは すなばで 大きな

あなを ほって いました。かえりみち、はるは「あしたも いく」と い

いました。

えんに かよいはじめて しばらくは、あさ、えんの 入り口で なみだ

が 出る 日も ありました。先生が はるを だっこして、「おかあさん、

いってらっしゃい」と 手を ふって くれました。おかあさんが かどを

まがる ころには、はるは もう ないて いなかったそうです。

えんの かえりみちには、はるの はなしを きく じかんが ありまし

た。「きょうは なに した？」と きくと、はるは「ひみつ」と いいま

す。でも、おふろに 入ると、すなばの こと、おひるの こと、うたの

ことを、ぜんぶ はなして くれました。

えんでは、まい日 いろいろな ことを しました。うたを うたった

り、えを かいたり、そとで はしったり しました。はるが いちばん す
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きだったのは、すなばと、ずかんの ある コーナーでした。

4さいの ふゆには、えんの はっぴょうかいが ありました。はるの

やくは、たぬきでした。おかあさんが つくった しっぽを つけて、ぶ

たいの はしで「ぽんぽこ」と 小さな こえで いいました。こえは 小さ

かった けれど、しっぽを ふる ときは、とても たのしそうでした。か

えりみち、はるは しっぽを つけた まま あるいて、「たぬき だから」

と いいました。

5さいの はじめ、えんで ひとり ひとつずつ、プランターに ミニト

マトの なえを うえました。はるは、水を やる かかりを、じぶんから

やりたいと いいました。

まい日、じょうろで 水を やりました。花が さいた 日は、うちに か

えって すぐに「きいろい 花が さいた！」と おしえて くれました。花

の あとに、小さな みどりの みが つきました。

みどりの みは、なかなか 赤く なりません。はるは、まい日 のぞい

ては、「まだ みどり」と いいました。おかあさんが「まって いよう

ね」と いうと、はるは「まってる」と こたえました。

5さいの なつ、なつやすみの すこし まえの 日です。おかあさんが

むかえに いくと、はるが 入り口で まって いました。

「あかく なった！」

はるの 手の ひらに、赤い ミニトマトが ひとつ のって いました。

はるは、それを りょう手で そっと もって、おかあさんに 見せまし

た。つぶさないように、そっと そっと。

その ミニトマトは、うちで おとうさんと はんぶんこに して たべま

した。はるは「あまい」と いいました。おとうさんも「あまい」と
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いいました。ほんとうは、すこし すっぱかったそうです。

その なつ、はるは、えんの ミニトマトの えを かきました。赤い ク

レヨンで 大きな まるを かいて、まわりに みどりの はっぱを かきま

した。その えは、いまも だいどころの れいぞうこに はって ありま

す。

なつやすみには、おとうさんと いっしょに、ベランダで ミニトマ

トを そだてました。こんどは、はるが おとうさんに 水の やりかたを

おしえました。「ねもとに、そっと ね」。おとうさんは、「はい、先生」

と こたえました。

えんで、はるは ともだちとも よく あそびました。ブロックで 大き

な とうを つくったり、おにごっこを したり しました。ときどき けん

かも しました。でも、つぎの 日には また いっしょに あそんで いま

した。

5さいの あきの うんどうかいでは、かけっこに 出ました。はるは、

はしりながら、おうえんして いる おじいちゃんを 見つけて、手を ふ

りました。そして、さいごまで にこにこ して はしりました。おじい

ちゃんは、「いちばん いい かおで はしって いた」と いいました。

いま、はるは、えんで いちばん 大きい クラスです。小さい 子が な

いて いると、そばに いって、すなばの スコップを かして あげます。

はじめの 日に、げんかんで かたまって いた はるが、です。
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第5章　すきな もの
きょうりゅうと こうさく

はるの いちばん すきな ものは、きょうりゅうです。

はじめて きょうりゅうに 出あったのは、4さいの たんじょう日でし

た。おじいちゃんが、きょうりゅうの ずかんを くれたのです。はる

は その 日の よる、ずかんを だいて ねました。

それからの はるは、きょうりゅうの 名まえを どんどん おぼえまし

た。ティラノサウルス、トリケラトプス、ステゴサウルス。ながい 名

まえも、すらすら いえます。おとうさんは ときどき まちがえて、は

るに なおされます。「おとうさん、それは アンキロサウルスだよ」。

はるが きょうりゅうの はなしを する とき、目が きらきら しま

す。ごはんの ときも、おふろの ときも、はなしは とまりません。

はるは、きょうりゅうの まねも じょうずです。ティラノサウルスの

ときは、りょう手を むねの まえで 小さく まげて、「ガオー」と いい

ます。トリケラトプスの ときは、ゆびを 3本 あたまに 立てて、おと

うさんに むかって とっしんします。おとうさんは、まいかい たおさ

れる やくです。

おじいちゃんと いっしょに、はくぶつかんへ きょうりゅうの ほね

を 見に いった ことも あります。はるは、大きな ほねの 下で、口を
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あけた まま 見上げて いました。「かえりたくない」と いって、なか

なか うごきませんでした。

きょうりゅうの つぎに すきなのは、こうさくです。

うちには、だんボールの はこが たくさん あります。はるが「すて

ないで」と いうからです。はるは、はさみで だんボールを きって、

テープで くっつけて、いろいろな ものを つくります。

いちばんの 大さくは、だんボールの きょうりゅうです。みどりの

いろがみを はって、せなかには オレンジの とげを つけました。ちゃ

んと 4本の 足で 立ちます。名まえは「ダンボールサウルス」です。

ダンボールサウルスを つくるのに、3日 かかりました。とちゅう

で、足が なんども とれました。はるは、テープを 2まいに して、も

う 1ど つけました。

ダンボールサウルスは、いま、はるの へやの たなの 上に います。

はるは、ねる まえに「おやすみ」と いいます。ときどき、ダンボール

サウルスに なかまが ふえます。いまは、小さな トリケラトプスと、

たまごが 2こ あります。

はるの とくいな ことは、はさみで まっすぐ きる ことです。おばあ

ちゃんが、「はるは はさみの 名人だね」と いいました。それから、は

るは、おばあちゃんの うちに いく とき、いつも じぶんの はさみを

もって いきます。

すきな たべものは、カレーライスと たまごやきです。カレーは、

おとうさんが つくる あまい カレーが いちばんです。

にがてな たべものは、ピーマンです。おとうさんの カレーに、小

さく きって 入って いる ときは、たべます。
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すきな 本は、きょうりゅうの ずかんです。すきな うたは、きょう

りゅうが 出て くる うたです。おふろで 大きな こえで うたいます。

すきな ばしょは、わかば川の かわらです。川の そばで、まるい 石

を さがします。いちばん まるい 石は、まどべに ならべて あります。

いま、7こ あります。

すきな あそびは、すなばで 大きな 山を つくる ことです。山の 下

に トンネルを ほって、りょうがわから 手を 入れます。まん中で 手と

手が さわると、はるは「つながった！」と 大きな こえで いいます。

よく いう ことばは、「見て 見て！」です。なにかを つくった と

き、なにかを 見つけた とき、はるは かならず そう いって、みんなを

よびます。

さいきん、はるは おばあちゃんに おりがみを ならって います。は

じめに おぼえたのは、つるでは なく、きょうりゅうの かおです。お

ばあちゃんも おった ことが なかったので、ふたりで ずかんを 見なが

ら、はなしあって つくりました。できあがった かおは、ちょっと ね

こに にて いました。はるは、「これは、ねこサウルス」と いって、ダ

ンボールサウルスの となりに ならべました。

はるの すきな ものは、まだまだ ふえそうです。
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第6章　小学校へ
入学の したく

6さいの たんじょう日に、おじいちゃんが きょうりゅうの ふでばこ

を くれました。ふたを あけると、ティラノサウルスの えが ありま

す。はるは、えんぴつを 1本ずつ ならべて、ふたを しめたり あけた

り しました。

6さいの なつ、はるは おばあちゃんと ランドセルを えらびに いき

ました。

でかける まえ、はるは、どの いろに するか、ずっと かんがえて い

ました。「きょうりゅうの いろが いい」と いいます。おばあちゃんが

「きょうりゅうって、なにいろ？」と きくと、はるは しばらく かん

がえて、「わからない。ほねしか ないから」と こたえました。おばあ

ちゃんは、大わらいしました。

おみせには、いろいろな いろの ランドセルが ならんで いました。

赤、青、くろ、みどり、ちゃいろ。はるは、ひとつずつ せおって、か

がみの まえに 立ちました。

はるが えらんだのは、こんいろの ランドセルです。せおって、くる

っと まわって、かがみを 見ました。

「にあってるよ」
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おばあちゃんが にっこり わらいました。はるも、てれくさそうに

わらいました。

ランドセルが うちに とどいた 日、はるは、ランドセルを せおった

まま ごはんを たべようと しました。おかあさんに「ごはんの ときは

おろそうね」と いわれて、しぶしぶ おろしました。そのかわり、ね

る ときは、まくらの よこに おいて ねました。

それから、はるは、まい日 ランドセルに なにかを 入れて みます。

ずかん、ふでばこ、ダンボールサウルスの たまご。おかあさんが「た

まごは いらないよ」と いうと、はるは「おまもり」と いって、そっ

と 出しました。

いま、はるは、じぶんの 名まえを かく れんしゅうを して います。

「さ」と「き」は、すこし むずかしいです。ゆっくり かけば、ちゃ

んと かけます。

おとうさんとは、ふたりで「小学校ごっこ」を します。おとうさん

が 先生の やくです。おとうさんが「はるくん」と よぶと、はるは

「はい！」と 手を 上げます。

あきに なって、えんの かえりに、小学校の まえを とおる ことが

ふえました。こうていでは、大きい 子たちが はしって います。はる

は、立ちどまって、じっと 見て います。「あの 子たちも、ランドセ

ル、もってる？」と ききます。おかあさんが「みんな もってるよ」と

こたえると、はるは 小さく うなずきました。

おじいちゃんは、ランドセルを せおった はるの しゃしんを、また

たくさん とりました。こんどは、どれも すこしずつ ちがう しゃしん

でした。はるが、まいかい ちがう ポーズを したからです。
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はるは、小学校に いったら、やって みたい ことを 3つ おしえて く

れました。1つめは、としょしつで きょうりゅうの 本を かりる こ

と。2つめは、こうていの いちばん はしまで はしる こと。3つめは、

きゅうしょくの カレーを たべる こと。おとうさんの カレーと、どち

らが あまいか くらべて みたいそうです。

らいねんの 4月、はるは 小学1年生に なります。

はるは「小学校に、きょうりゅうの 本、ある？」と ききました。

おかあさんは「きっと あるよ」と こたえました。

小学校の ことを かんがえて、ねる まえに すこし しんぱいそうな

かおを する 日も あります。そんな よるは、おかあさんが、はるの す

きな きょうりゅうの えほんを よみます。はるは、とちゅうで ねむっ

て しまいます。

あたらしい ことは、どきどき します。でも、はるには、すきな も

のが たくさん あります。すきな ものは、きっと はるを たすけて く

れます。



22

第7章　みらいの きみへ
4つの てがみ

さいごに、てがみを とどけます。おかあさん、おとうさん、おばあ

ちゃん、おじいちゃんから、大きく なった はるへの てがみです。

いまの はるが よんでも、大きく なった はるが よんでも いいよう

に かきました。だれかと いっしょに よんでも いいよ。小学生に なっ

て、中学生に なって、大人に なって。そのたびに よむと、きっと ち

がう ところが こころに のこります。

はるへ

はるが うまれた日は、あめが あがって、そらが とても きれいでし

た。

きょうりゅうの はなしを する はるの かおが、わたしは だいすきで

す。あしたも すきなことを たくさん みつけてね。

小学校では、あたらしい ことが たくさん あると おもいます。うま

く いかない 日が あっても、だいじょうぶ。かえって きたら、おやつ

を たべながら、はなしを きかせてね。

はるが 大人に なって、この てがみを よむ とき、おかあさんは、い

まより すこし 白い かみの おかあさんです。そのときも、きょうりゅ
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うの はなしを きかせてね。

おかあさんは、はるの おかあさんに なれて、ほんとうに うれしい

です。

はるが うまれた 日の そらの いろを、おかあさんは いまも おぼえ

て います。こんど 雨が あがったら、いっしょに そらを 見ようね。

おかあさんより

はるへ

はじめて はるを だっこした 日、はるの 小さな 手が、おとうさんの

ゆびを ぎゅっと にぎりました。あの 力の つよさを、おとうさんは い

まも おぼえて います。

はるが 1さいで あるいた とき、3さいで 水たまりに とびこんだ と

き、5さいで ミニトマトを 見せて くれた とき。おとうさんは いつ

も、すぐ そばで 見て いました。

はるの 6年の あいだに、おとうさんは たくさんの ことを はるに お

しえて もらいました。きょうりゅうの 名まえ、ミニトマトの 水の や

りかた、だんボールの きりかた。おとうさんは、はるの 先生の 1人で

す。

これからは、おとうさんの 見て いない ところで、はるが いろいろ

な ことを する 日が ふえます。それで いいんです。はるが どこで な

にを して いても、おとうさんは はるの みかたです。

それから、カレーの ピーマンは、これからも 小さく きって おきま

す。
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アンキロサウルスの 名まえは、もう まちがえないように します。

おとうさんより

はるへ

ランドセルを せおって、くるっと まわった はるは、とても 大きく

見えました。おばあちゃんは うれしくて、むねが いっぱいに なりま

した。

はるが うまれて から、おばあちゃんは 小さな ノートに、はるの こ

とを かいて きました。ノートは、いま 4さつめです。この てがみ

も、その ノートの いちばん さいごの ページに かきうつして おきま

す。

はるの はさみは、ほんとうに まっすぐです。おばあちゃんの うち

の いろがみは、いつでも つかって いいよ。また いっしょに なにか

つくろうね。

はるが 大きく なって、おばあちゃんより せが たかく なったら、こ

んどは はるが おばあちゃんに、なにか つくって ください。たのしみ

に まって います。

おばあちゃんは、はるが はじめて 「にあってるよ」と いわれて、

てれて わらった かおを、ずっと わすれません。

おばあちゃんより

はるへ
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はるが うまれた 日、おじいちゃんは しゃしんを たくさん とりすぎ

て、おばあちゃんに わらわれました。でも、どれも だいじな しゃし

んです。

4さいの たんじょう日に あげた きょうりゅうの ずかんは、もう ぼ

ろぼろですね。それだけ たくさん ひらいて くれたのが、おじいちゃ

んは うれしいです。

はくぶつかんで、大きな ほねの 下から うごかなかった はるの すが

たを、おじいちゃんは よく おもいだします。はるが 大きく なって、

もし きょうりゅうの ほねを ほる 人に なったら、おじいちゃんを い

ちばんに つれて いって ください。

わかば川の まるい 石さがし、こんども いっしょに いこう。はるが

見つけた 石は、どれも いい 石です。

まどべの 7この 石が、10こ、20こと ふえて いくのを、おじいちゃ

んは たのしみに して います。

大きく なった はるへ。すきな ものを、ずっと だいじに して くだ

さい。

おじいちゃんより
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